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授賞理由 

 高等学校地理歴史科の必履修科目として「地理総合」が 2022 年度に新設され，コンピ

テンシーの育成，思考力・判断力の育成をめざす新たな地理教育が開始された。本書は，

日本学術会議の地域研究委員会文化人類学分科会と地理教育分科会地誌・国際理解教育小

委員会のメンバーが中心となって，新しい地理教育への素材提供をめざして出版されたも

のであり，特徴は以下２点にまとめられる。 

 

 ①第一の特徴は，本書が地理学および文化人類学の研究者が分野の垣根を越え，それぞ

れのフィールドで得た最先端の知見を，社会や地域の実態とともに示した点にある。

世界各地の異文化に身を置き，フィールドワークを実施するなかでそれぞれの研究者

が直接得た地域情報は，片手間では決して得ることのできないものである。そのよう

な地域情報が，総勢５６名に及ぶ研究者によって６０の「短いエピソード」として１

冊にまとめられて地球全体を学ぶ素材となっている。同時に，いずれのエピソードも

資料・材料として目新しく，フィールドワークが浮き彫りにする地域的多様性の重要

性に改めて気づかされる内容となっている。 

 ②第二の特徴は，本書が「地理総合」の項目に沿って構成され，高等学校での地理授業

に役立てられることを念頭において編集されている点にある。６０のエピソードは高

校生が学ぶことを意識した見出しからなる 10 の章にまとめられ，とくに各エピソー

ドは探究的な学びに必須である「問い」を前面に出して「アクティビティ」が示され

ている。さらに，教科書に対応するキーワードや SDGs の 17 目標との関連から該当

するエピソードを引き出す工夫，巻末のエピソード毎の３～４本の参考文献の提示な

ど，「地理総合」の教科書を入口にし，高校生が意欲に応じて学びを深められるような

工夫がなされている。 

 

 以上，本書は世界各地にフィールドを持つ多数の研究者が持つファーストハンドの地域

情報をエピソードとしてまとめ，「地理総合」の項目に沿って構成して，高校の地理教育で

活かせる素材の提供をめざした点は高く評価できる。また，本書の内容は「地理総合」と

はどのような科目なのか，「新しい地理教育」をどのように展開していけばよいのかを考え

る際のヒントにもなり，日本地理教育学会の出版文化賞に値する。 
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